
藤岡市新火葬場周辺の環境整備イメージに係る住民説明会【第６回】 

 

１．開催日                                     

 令和５年１月 29 日（日） 

 

２．参加者                                     

 行政庁：副市長、市民部長、市民課長、新火葬場建設係長、係員１名 

 地元行政区：17 名 

 

３．意見等と市の考え方                               

 

意見等 計画地北側道路の新設によって利便性が向上し、交通量が増加してしまう

のではないか。 

市の考え方 交通量の調査をし、安全対策等を検討します。 

 

意見等 計画地北側道路の幅はどうなるのか。 

市の考え方 片側の側溝を想定し、約５ｍ弱で計画しています。 

 

意見等 計画地の西側住宅等への出入口付近の拡幅も希望する。 

市の考え方 計画地の敷地を削り、広げる計画としています。 

 

意見等 導入予定の火葬炉設備と同性能の火葬炉設備ABの排ガス等の測定値につ

いて、差異があるが要因はなにか。 

市の考え方 柩の中に入れる副葬品により差が生じる要因となります。葬儀業者の方々

には、副葬品の制限についてご協力をお願いしています。 

 

意見等 新火葬場においても定期的に排ガス等の測定値を公表するのか。 

市の考え方 今後も定期的に測定を行い、ホームページを通し公表を考えています。 

 

意見等 現火葬場の跡地はどのような整備を行う計画か。 

市の考え方 駐車場及び緑地帯の整備を行う計画です。 

 

意見等 新火葬場の北側の緩衝地帯について、高木等の設置は景観としてよいと思

うが、それ以外の考え方はあるか。 

市の考え方 高木等の設置位置については改めてご相談したいと考えます。現状、高木



等の設置以外の考えはありません。 

 

意見等 式場の設置の考えはあるか。 

市の考え方 式場の利用数の減少を鑑み、新火葬場には式場を併設しない計画です。 

 

意見等 新火葬場内には休憩室等のスペースはあるか。 

市の考え方 待合室等は設置する計画です。 

 

意見等 現第一駐車場の活用は考えているか。 

市の考え方 現第一駐車場は借地となっていますので、現火葬場が役割を終えた後はお

返しする計画です。 

 


